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先日、年が明けて新学期がスタートしたと思っていたら、もう１月末を迎えています。「１月は居ぬ

る」をまさに実感する１か月でした。今週は今季最大寒波がやってくるということで、昨年の轍を踏ま
ないよう学校からもいろいろな対応や連絡をさせていただきました。心配していたのをよそに、降雪も
なく、予定していた行事等も無事できてほっとしています。例年思うことですが、私たちの住んでいる
加古川市では「雪」に慣れていないため、少しの雪でも混乱ししまいます。豪雪地域のニュースを見る
につけ、雪には免疫はないですが、住みやすい地域なのだなと改めて思うのは私だけでしょうか。そう
いえば、以前兵庫県北部の旅館の方が、「一度雪の降らないところに住みたいです。」と漏らされていた
のをふと思い出しました。 
そんな、寒さも厳しくなった１月ですが、日本の伝統行事でもある書初め、年初の災害で改めてその

大切さを思い知らされた避難訓練と追悼行事、全校生でクイズを楽しんだ縦割り班活動、新１年生を迎
えるための入学説明会など様々な行事も行われました。そして、ニュースや新聞報道で話題になった大
谷選手からプレゼントされたグローブも本校に届いています。22日の集会で児童に紹介し、その後体育
委員会がグローブを使ってキャッチボールのデモストレーションをしてくれました。１年生から順番で
各クラスに置いて、じかに触れたりキャッチボールをしたりしています。 
さて、３学期も修了式まで２か月ほどになりました。今週を過ぎれば寒さもやわらぐとのことですが、

１年のまとめをしっかりとしていきたいと思います。また、市内でもインフルエンザによる学級閉鎖が
多くなってきているようですので、引き続き手洗い・うがい等を励行し、感染症に負けない元気な体を
つくってほしいと思っています。 

 
 １・１７避難訓練と追悼関連行事  
 1 月 17 日は兵庫県に住む者にとっては忘れられない日です。今年もその日を迎えることになりまし
た。兵庫県では、１月 17日を「ひょうご安全の日」と定めています。この日は、阪神・淡路大震災の経
験と教訓を継承するとともに、安全で安心な社会作りに期する日とされています。今年で 29 年目を迎
えますので、子どもたちはもちろん保護者の皆さんの中にも、経験されていない方も多いのではないか
と思います。本校でも、この日に避難訓練と追悼関連行事を行うことで、今一度災害への備えに対する
思いを新たにし、自分の命は自分で守る意識を子どもたちにも持ってもらいたいと思いました。繰り返
しにはなりますが、ご家庭におかれましても災害時の対応についてお話いただけると幸いです。 
 また、この日に６年生から１月１日に起こった能登半島地震への募金を呼びかけましたところ、たく
さんの方にご協力いただきました。本当にありがとうございました。 
  
 みんなで楽しんだ児童集会  
22日には、全校生が体育館に集まって集会を行いました。今回は児童会を中心に縦割り班対抗のクイ

ズ大会を行いました。体育館に集まったら班ごとに集まってみんなで６問のクイズにチャレンジします。
縦割り班活動も今年度で３回目なので、だいぶ班の友達とも仲良くなったように思いました。 
準備ができたら、体育館前のスクリーンにクイズが映し出され、司会からクイ

ズが出題されました。１問目は、皆さんも一度は見たことがある国民的アニメ
「サザ○さん」からの出題。ちなみにクイズは「テレビで見られるタイトルの○
の文字の色は何色？」というちょっとマニアックな問題でした。その後は学校に
関する問題で、二宮尊徳像をはじめ様々な銅像に関する問題、その他本校の学校
教育目標に関する問題もありました。全６問を終え、結果は縦割り班１班が６問
中５問正解で優勝しました。今後も、異学年交流としてこの縦割り班活動を充実
させていければと思っています。 
◎本年度最後の授業参観です。 
 すでにお知らせしているように、２月２日に本年度最後の参観日を予定しています。お時間の許す限
り、ぜひ子どもたちの頑張っている様子をご覧ください。あわせて、家庭教育大学にもぜひご参加くだ
さい。                          ※裏面に２月の行事予定を掲載しています。 

 

お手本をしっかり見ながら 大谷選手からのグローブ紹介６年生から募金の呼びかけも犠牲者の冥福を祈って･･･

班で協力して考え中

東神吉っ子 

「すすんで考える子」 

「こころ豊かな子」 

「強くたくましい子」 


